
ふ
る
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

花植えの様子

　
私
は
2
0
2
1
年
の
春
に
信
州
大

学
へ
通
う
た
め
、
北
海
道
か
ら
松
本

に
引
っ
越
し
て
来
ま
し
た
。
大
学
生

に
な
っ
た
当
初
は
手
に
入
れ
た
自
由

に
甘
え
不
規
則
な
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
ダ
メ
だ
と

思
い
早
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
ま

し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
松
本

城
で
一
年
中
休
み
な
く
行
わ
れ
て
い

る
ラ
ジ
オ
体
操
で
す
。
ラ
ジ
オ
体
操

の
皆
さ
ん
が
温
か
く
私
を
迎
え
入
れ

て
く
れ
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
後
は

雑
談
を
し
、
博
識
な
お
じ
さ
ん
や
料

理
上
手
な
お
ば
さ
ん
た
ち
が
松
本
の

歴
史
や
伝
統
、
食
文
化
、
生
物
や
植

物
に
つ
い
て
ま
で
私
に
た
く
さ
ん
の

知
恵
を
授
け
て
く
れ
ま
す
。
違
う
世

代
と
か
か
わ
り
、
新
た
な
価
値
観
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
時
間
で

す
。
学
校
で
は
教
え
て
も
ら
え
な
い

学
び
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

大
学
で
活
か
せ
る
学
び
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
教
え
て
も
ら
っ
た
内
容
が
講

義
で
話
さ
れ
る
と
周
り
に
自
慢
し
た

く
な
り
ま
す
。

　この度、中央地区高齢者クラブより、要援
護者優先避難所運営委員会での活動に役
立ててほしいと、金59,348円をいただきました。
　大手公民館要援護者優先避難所運営委
員会は、２ヶ月に１回、委員会を開催し、避
難所が円滑に運営出来るよう協議しています。
　いざという時のために、日頃からの備えが
大事です。

　
今
で
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
よ
り
も
ラ
ジ

オ
体
操
の
皆
さ
ん
に
会
う
の
が
楽
し

み
で
毎
朝
早
起
き
を
し
て
松
本
城
へ

行
っ
て
い
ま
す
。
早
起
き
は
三
文
の

徳
と
い
い
ま
す
が
、
ラ
ジ
オ
体
操
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
私
に
と
っ
て
早

起
き
は
百
文
の
徳
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
と
元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

信
州
大
学
理
学
部　
物
質
循
環
コ
ー
ス
２
年

扇お
う
ぎ
や谷　
真ま
ゆ由

高齢者クラブより

朝のラジオ体操
　　×
　信大生

　

西
堀
町
の
吉
﨑
さ
ん
か
ら
、
公
民

館
で
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
植
え
の
際

に
活
用
し
て
欲
し
い
と
、
ふ
る
い
を

２
台
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
毎
年
春
と
秋
に
プ
ラ

ン
タ
ー
の
花
植
え
を
行
い
ま
す
が
、

花
の
根
や
ゴ
ミ
を
取
り
除
く
た
め
に

土
を
ふ
る
う
の
が
重
労
働
で
し
た
。

　

今
回
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
ふ
る
い
は
、

写
真
の
と
お
り
取
っ
手
も
あ
り
持
ち

や
す
く
、
丸
太
の
上
に
置
い
て
ふ
る

え
ば
簡
単
に
作
業
が
出
来
ま
す
。

　

吉
﨑
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

僕
た
ち
、
緑
化
福
祉
委
員
会
は
六

　

僕
た
ち
、
緑
化
福
祉
委
員
会
は
六

月
七
日
に
城
西
花
壇
の
定
植
作
業
に

月
七
日
に
城
西
花
壇
の
定
植
作
業
に

参
加
し
ま
し
た
。
場
所
は
知
っ
て
い

参
加
し
ま
し
た
。
場
所
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、
あ
ま
り
通
っ
た
こ
と
の

ま
し
た
が
、
あ
ま
り
通
っ
た
こ
と
の

な
い
場
所
な
の
で
こ
ん
な
に
大
き
な

な
い
場
所
な
の
で
こ
ん
な
に
大
き
な

花
壇
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

花
壇
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

花
壇
は
観
光
客
が
バ
ス
か
ら
降
り
て

花
壇
は
観
光
客
が
バ
ス
か
ら
降
り
て

最
初
に
見
る
も
の
だ
と
聞
い
て
、「
松

最
初
に
見
る
も
の
だ
と
聞
い
て
、「
松

本
に
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
く
だ

本
に
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
っ
た
方
々
が
良
い
印
象
を
も
つ
花

さ
っ
た
方
々
が
良
い
印
象
を
も
つ
花

壇
に
し
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

壇
に
し
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
花
壇
を
見
た
と
き
、
こ
の

　

初
め
て
花
壇
を
見
た
と
き
、
こ
の

広
さ
は
す
ぐ
に
は
終
わ
ら
な
い
だ
ろ

広
さ
は
す
ぐ
に
は
終
わ
ら
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
が
、
地
域
の
方
々

う
と
思
い
ま
し
た
が
、
地
域
の
方
々

の
親
切
な
対
応
や
説
明
、
委
員
の
積

の
親
切
な
対
応
や
説
明
、
委
員
の
積

極
的
な
姿
勢
の
お
か
げ
で
、
と
て
も

極
的
な
姿
勢
の
お
か
げ
で
、
と
て
も

早
く
終
わ
り
ま
し
た
し
、
綺
麗
に
植

早
く
終
わ
り
ま
し
た
し
、
綺
麗
に
植

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
積

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
、
松
本
に
貢
献
し
て

極
的
に
行
っ
て
、
松
本
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
し
、
何
よ
り
も
花
を
好
き

い
き
た
い
し
、
何
よ
り
も
花
を
好
き

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

し
た
。

　

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
一
緒
に
参
加

　

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
一
緒
に
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
大
手
公
民

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
大
手
公
民

館
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

館
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

��

丸
ノ
内
中
学
校　

緑
化
福
祉
委
員
会

丸
ノ
内
中
学
校　

緑
化
福
祉
委
員
会

��

　

委
員
長　

中
村　

祐
太

　

委
員
長　

中
村　

祐
太

作業も簡単♪ 立派なふるいです‼
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～
た
ち
あ
お
い（
立
葵
）～

••

分　
類　
ア
オ
イ
科
タ
チ
ア
オ
イ
属

分　
類　
ア
オ
イ
科
タ
チ
ア
オ
イ
属

••

原
産
地　
地
中
海
沿
岸
～
ア
ジ
ア

原
産
地　
地
中
海
沿
岸
～
ア
ジ
ア

•�•�

特　
徴　
多
年
草
で
花
色
は
赤
・
黄
・

特　
徴　
多
年
草
で
花
色
は
赤
・
黄
・

白・褐
色
な
ど
で
多
彩
。
草
丈
１
～
２
ｍ
。

白・褐
色
な
ど
で
多
彩
。
草
丈
１
～
２
ｍ
。

花
径
は

花
径
は
1010
㎝
前
後
、
別
名
は
ホ
リ
ー
ホ
ッ

㎝
前
後
、
別
名
は
ホ
リ
ー
ホ
ッ

ク
、
ハ
ナ
ア
オ
イ
。

ク
、
ハ
ナ
ア
オ
イ
。

　

松
本
城
の
北
側
松
本
神
社
周
辺
に

た
ち
あ
お
い
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

む
か
し
こ
の
辺
り
一
画
は『
葵
の
馬
場
』

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
藩
主

戸
田
康
永
が
徳
川
家
康
よ
り
許
さ
れ

た
葵
の
紋
章
に
ち
な
み
、
馬
場
の
土

手
に
フ
タ
バ
ア
オ
イ
を
植
え
た
こ
と

に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。

　
一
時
期
か
な
り
数
が
減
っ
て
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
が
2
0
0
6
年
６
月
に

た
ち
あ
お
い
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
神

社
の
総
代
会
と
丸
の
内
町
会
の
有
志

に
よ
っ
て
苗
が
植
え
ら
れ
た
と
の
事

で
す
。
ち
な
み
に
た
ち
あ
お
い
の
花

は
梅
雨
入
り
の
頃
に
下
の
方
か
ら
咲

き
始
め
、
一
番
上
の
花
が
咲
く
頃
に

梅
雨
が
明
け
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
央
地
区
の
樹
木
⓫

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

６
月
16
日

（
木
）、
第
一
地

区
と
中
央
地
区

の
ペ
タ
ン
ク
交

流
会
が
あ
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ

で
２
年
間
中
止

と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年

は
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

参
加
者
は
40
名
ほ
ど
集
ま
り
、
く

じ
引
き
で
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
チ
ー
ム

を
作
り
、
４
つ
の
コ
ー
ト
に
分
か

れ
て
ペ
タ
ン
ク
を
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

福
祉
ひ
ろ
ば
が
主
催
し
て
い
る

こ
の
企
画
で
す
が
、
遠
藤
館
長
が

元
第
一
地
区
公
民
館
主
事
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
遠
藤
館
長
の
お
力

を
借
り
て
取
り
組
む
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
今
回
、
道
具
を
鎌
田
地

区
、
第
二
地
区
か
ら
お
借
り
す
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
地
区
と

の
交
流
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

中
央
地
区
で
は
ペ
タ
ン
ク
を
毎

月
第
４
金
曜
日
の
午
前
中
に
行
っ

て
い
ま
す
。
天
気
が
良
け
れ
ば
ス

カ
イ
パ
ー
ク
の
専
用
コ
ー
ト
に
行

く
時
も
あ
り

ま
す
。
何
歳

か
ら
で
も
始

め
ら
れ
る
競

技
で
す
。
ご

興
味
の
あ
る

方
が
い
ま
し

た
ら
、
公
民

館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ペタンク
　　　交流会 

第一地区との

◆
運
営
委
員

　

青
木　

光
代　
　

大
倉
み
つ
え

　

川
久
保　

潔　
　

栗
田　

幸
一

　

髙
木　
　

健　
　

髙
野　

和
子

　

中
田　

俊
雄　
　

中
田　
　

充

　

野
村　

長
司　
　

藤
村　

吉
彦

　

藤
森　

典
人　
　

増
田　

博
志

　

簑
輪　

徹
朗　
　

望
月　

益
榮

　

山
本　

文
彦　
　

吉
﨑　

麻
樹

◆
図
書
・
視
聴
覚
委
員

　

小
笠
原
友
信　
　

神
山　

英
夫

　

久
保
田
忠
史　
　

栗
田　

幸
一

　

中
田　
　

充　
　

増
田　

博
志

　

山
本　

文
彦　
　

輪
湖
弥
之
助

◆
文
化
委
員

　

赤
羽　

由
佳　
　

安
藤
ふ　

江

　

出
井
久
美
子　
　

大
石　

君
子

　

大
蔦　

住
子　
　

奥
田　

正
男

　

北
原　

嗣
正　
　

多
湖　

佳
子

　

中
田　

善
雄　
　

中
村　

恭
平

　

長
谷
川　

均　
　

林
部　

秀
子

　

丸
山　
　

泰　
　

桃
井　

栄
一

　

矢
ケ
崎
紀
子　
　

吉
﨑　

麻
樹

◆
体
育
委
員

　

青
木　

康
治　
　

赤
羽　

郁
夫

　

出
井　

健
二　
　

大
蔦　
　

宏

　

小
出　

忠
雄　
　

望
月　

益
榮

◆
20
周
年
記
念
特
別
事
業
実
行
委
員

　

青
木　

光
代　
　

赤
羽　

郁
夫

　

宇
留
賀　

勝　
　

大
倉
み
つ
え

　

川
久
保　

潔　
　

上
條　

直
利

　

栗
田　

幸
一　
　

澤
柳　

秀
子

　

髙
木　
　

健　
　

髙
野　

和
子

　

髙
野　

隆
治　
　

中
田　

俊
雄

　

野
村　

長
司　
　

藤
村　

吉
彦

　

藤
森　

典
人　
　

増
田　

博
志

　

簑
輪　

徹
朗　
　

宮
川
美
津
子

　

望
月　

益
榮　
　

吉
﨑　

麻
樹

◆
館
報
編
集
委
員
会

⃝
全
市
版

　

澤
柳　

秀
子
（
鷹
匠
町
）

⃝
中
央
地
区
版

　

宇
留
賀　

勝
（
北
土
井
尻
町
）

　

久
保
田
忠
史
（
松
栄
町
）

　

澤
田　

昭
子
（
上
土
町
）

　

藤
森　

安
子
（
上
土
町
）

　

簑
輪　

徹
朗
（
鷹
匠
町
）

（
敬
称
略
・
あ
い
う
え
お
順
）

（
敬
称
略
・
あ
い
う
え
お
順
）

　

大
蔦　
　

宏
（
上
土
町
）　

　

北
原　

嗣
正
（
緑
町
）

　

望
月　

益
榮
（
小
柳
町
）

　

長
谷
川　

均
（
大
名
町
）

　

出
井　

健
二
（
南
土
井
尻
町
）

◎
栗
田　

幸
一
（
土
井
尻
町
）

　

宇
留
賀　

勝
（
北
土
井
尻
町
）

　

奥
田　

正
男
（
二
ノ
丸
町
）

　

山
本　

文
彦
（
西
堀
町
）

　

小
出　

忠
雄
（
六
九
町
）

○
赤
羽　

郁
夫
（
今
町
一
丁
目
）

　

青
木　

康
治
（
今
町
二
丁
目
）

◯
野
村　

長
司
（
松
栄
町
）

　

中
田　
　

充
（
鷹
匠
町
）

　

中
田　

俊
雄
（
丸
の
内
）

　

中
村　

恭
平
（
大
柳
町
）

��

（
◎
会
長　
〇
副
会
長
）

（
◎
会
長　
〇
副
会
長
）

中
央
地
区
町
会
連
合
会

町

会

長

紹

介

令和

4
年度

公
民
館
委
員
紹
介

令和

4
年度

★昭和レトロ＆フラダンス
　特別鑑賞会
　日程：９月21日（水）
　時間：午後１時～３時
　場所：大手公民館
　出演：	務台秀夫

　フラオハナロコマイカイ

★三世代交流キャンプ
　日程：９月10日（土）
　　　　　～11日（日）
　場所：小川村
	 星と緑のロマン館

詳細は大手公民館まで
お問い合わせください。

交流会の様子

松 本 市 公 民 館 報 【中央版】2022（令和４）年　7　月　30　日（土） 第362号④


